
3-3 広報.広聴活動等を通じて,社会との双方向のコミュニケ-ションを
促進するo

4gI基本的心構え.姿勢%+

社会との双方向コミュニケ-ションは,企業としての説明責任を果たす観
点だけでなく1企業の競争力を高めるうえでも重要であると認識して積極的
に行うoまた,株主.投資家.消費者.取引先.従業員一地域社会なギの幅
広いステ-クホルダ-との対話のプロセスを大切にし1企業にとって異なる
価値観にもとづく意見やネガテイブな情報を含めその声に耳を傾け,真撃に
かつ主体的に対応するo

4eI具体的アクシヨン.プランの例35,

く11経営トップが自ら対応するo

O広報活動についてはr-企業の顔Jである経営トップが自ら積極的かつ誠
実に行うo

Cglトップは広報活動における自らの役剖の重要性を自覚し,マスコミ対応
等にできるだけ時閤を剖く.

Ql企業や経営者への批判に耳を傾けlこれを貴重な経営資源としで陪報共
有することをトップの方針として宣言するo

く21進んで双方向の対話を行うo

O幅広いステ-クホルダ-との対話チヤネルの充実に努めるo

令さまざまな立場の有識者との懇談会を開催し-その意見を経営に括か
すo

母ステ-クホルダ-との対話集会を開催し,その疑間や意見に耳を傾ける
とともに-企業としての経営理念や事業活動l社会的責任への取り組み
などを語りかけるo

ゆインタ-ネットを活用してステ-クホルダ-との対話を行うo たとえ
1ば,アニュアルレポ-ト環境報告書-サステナビリテイ報告書などに
寄せられた質間.意見に対してホ-ムペ-ジ等でフイ-ドバックするo

く3I地域社会との対話を促進するo

地域社会との対話促進のために,以下のような活動を行いl企業活動に

対する信頼を高めるo

Q地域住民の声を様々なネットワ-クを通じて聞くo

魯地域行事への参加,各種イベント開催,説明会等を通じて,企業活動に
対する住民の幅広い理解を得るo

魯危険物等を扱う製造工場では1住民の不安を払拭するような対策く事故
時の避難対策1惜報連終網の整備,工場見学の実施1廃棄物処理方法の
説明等lを日常から実施する.
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